
東
陽
橋
は
江
東
区
の
陸

地
と
埋
立
地
の
間
の
汐
浜

運
河
に
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
運
河
の
右
岸
が
江

戸
時
代
の
海
岸
線
だ
そ
う

だ
。
明
治
に
入
り
左
岸
が

埋
め
立
て
ら
れ
た
。

橋
の
上
か
ら
西
を
眺
め

る
と
、
彼
方
に
東
京
タ
ワ
ー

が
見
え
る
。
こ
の
運
河
を

西
に
進
む
と
、
大
横
川
を

経
て
隅
田
川
だ
。
反
対
に

進
む
と
南
に
折
れ
曲
が
り

東
京
湾
。
昔
は
舟
運
に
使

わ
れ
た
だ
ろ
う
が
、
今
は

そ
の
面
影
は
な
い
。

汚
水
処
理
が
進
み
、
運

河
の
水
は
き
れ
い
だ
。
水

の
き
れ
い
な
運
河
と
そ
れ

に
沿
っ
た
緑
。
心
が
和
む
。

運
河
両
脇
の
潮
風
の
散
歩

道
は
、
浸
水
対
策
と
し
て

建
設
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う

だ
。
春
ま
だ
浅
い
時
期
に

白
木
蓮
が
花
を
咲
か
せ
る

と
い
う
。

子
連
れ
の
お
母
さ
ん
、

犬
を
連
れ
た
人
、
老
夫
婦

な
ど
散
歩
す
る
姿
が
見
え

た
。
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東

陽

橋

か

ら
東
京
都
江
東
区
東
陽･

塩
浜
間
汐
浜
運
河

二
〇
一
九
年
五
月

は
く
も
く
れ
ん

21
世
紀
初
め
、
米
国
は

イ
ラ
ン
が
原
子
爆
弾
用
の

90
％
以
上
の
高
濃
縮
ウ
ラ

ン
製
造
を
狙
っ
て
い
る
と

疑
い
経
済
制
裁
。
イ
ラ
ン

は
医
療
用
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

生
産
の
平
和
目
的
の
原
子

炉
用
に
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
製

造
を
進
め
て
い
た
と
い
う
。

オ
バ
マ
政
権
下
の
２
０

１
５
年
、
米
英
仏
独
中
露

６
か
国
と
イ
ラ
ン
は
、
核

開
発
施
設
の
縮
小
や
軍
事

施
設
査
察
な
ど
を
合
意
、

核
物
質
の
製
造･

蓄
積
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
で
ウ
ラ

ン
濃
縮
施
設
の
縮
小
等
が

確
認
さ
れ
、
経
済
制
裁
を

徐
々
に
解
除
。
こ
れ
が

「
イ
ラ
ン
核
合
意
」

ト
ラ
ン
プ
の
離
脱

と
こ
ろ
が
、
昨
年
５
月

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
合
意

か
ら
離
脱
。
理
由
は
合
意

に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発

規
制
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

自
国
も
交
え
て
決
め
た

国
際
的
な
取
決
め
を
変
え

る
時
は
、
取
決
め
参
加
国

と
話
し
合
う
も
の
。
ト
ラ

ン
プ
は
「
俺
に
従
え
」
と

合
意
を
反
故
に
し
、
制
裁

を
開
始
。
イ
ラ
ン
と
取
引

の
あ
る
企
業
も
制
裁
。
米

国
と
貿
易
を
す
る
企
業
は

イ
ラ
ン
と
取
引
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。

特
別
扱
い
の
イ
ス
ラ
エ
ル

イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
兵
器

保
有
は
確
実
視
さ
れ
て
い

る
が
国
連
で
は
米
国
の
拒

否
権
で
議
題
に
な
ら
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
中
東
で
の

核
優
位
を
保
つ
為
に
、
イ

ラ
ク
で
建
設
中
の
原
子
炉

や
シ
リ
ア
の
原
子
力
関
連

施
設
を
空
爆
。
一
方
、
イ

ラ
ン
空
爆
は
他
国
の
領
空

を
飛
ぶ
の
で
出
来
な
い
。

そ
こ
で
イ
ス
ラ
エ
ル
贔
屓

の
ト
ラ
ン
プ
が
問
答
無
用

に
出
た
の
で
は
？

イ ラ ン 核 合 意 離 脱 は イ ス ラ エ ル の 為 ？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

ひ
い
き


